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　「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究」の完了報告書を次のとおり提出します。

※　様式上の※書きはすべて削除すること。
※　本報告書のほか，
　・　学習プログラムにおける学習活動が教科等のどの指導事項に位置付けられているかや，当該教科等の関係性が分かる年間指導計画又は単元計画
　・　授業で実際に使った自作の教材　
を併せて提出すること。
【様式２－２】
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。（程度）
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究
実施方法等
【類型○】
１．実践校について
	実践校名
	（ふりがな）
○○県立○○高等学校

	学科名
	児童・生徒数
	学級数

	
	
	


　※　児童・生徒数，学級数については，学校全体分の数を記載する。高等学校において複数の学科が設置されている場合は，行を増やすこと。小・中学校については，学科名欄には斜線を引くこと。
※　【類型Ⅲ】の場合は、実践校数に合わせて上記の表をコピーして記載すること。
２．実践研究の対象
  ※　上記１のうち，実践研究に取り組んだ学科，学年，児童・生徒数，学級数を記載すること。なお，全校児童・生徒で取り組んだ場合は，その旨記載すれば足りること。
３．実践研究の実施経過
  ※　実践研究の実施経過について時系列で記載する。
４．実践研究の実施体制
　※　実践校における本実践研究の実施体制が分かるよう，できるだけ具体的に記載する（学校と地域社会の関係者等との連携調整等を行う校内体制を整備した場合には，その位置付けが分かるように記載すること）。
５．教育委員会等として取り組んだ内容
　※　実践研究の充実や成果の普及の観点から，教育委員会等において取り組んだ内容を具体的に記載する。
【様式２－３】
※　Ａ４判２枚程度にまとめる。
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。（程度）
※　【類型Ⅲ】の場合は、実践校名をすべて記載する。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（概要）
【類型○】
実践校名：○○学校（○○学科）
研究主題
※　研究主題を明記する。サブタイトルがある場合はそれも記載する。
主題設定の理由　
※　主題を設定した理由について、学校や地域、また児童生徒の現状と課題を基に、選んだ類型に関す
る実践研究によりどのような学習プログラムを開発するのか、また研究を通じて実現を目指す児童・生徒の姿を記載する。
※　開発しようとしている学習プログラムが、当該学校・地域だけでなく、他地域でも参考となると考
えられる点についても記載する。

概要
　○　□□の活動を通じて，△△を育む学習プログラムを開発する。

※　どのような学習活動を通じて，どのような力を育むことを目指す学習プログラムなのかが端的にわかるよう，２～３行でまとめて記載する。
学習プログラムの主な内容
①　・・・（見出し）【・・・】（位置付けた教科等、授業時間数）
　　　・・・（本文　１～３行程度）

　②　・・・（見出し）【・・・】（位置付けた教科等、授業時間数）
　　　・・・（本文　１～３行程度）

　③　・・・（見出し）【・・・】（位置付けた教科等、授業時間数）
　　　・・・（本文　１～３行程度）

　④　・・・（見出し）【・・・】（位置付けた教科等、授業時間数）
　　　・・・（本文　１～３行程度）

※　実践した順に学習活動の概要を記載する（詳細は【様式２－４】に記載するものとする）。記載内容については記載例を参照すること。なお，類型Ⅱについては、取り組んだ内容ごとに項目立てをして記載すること。
（記載例「高等学校公民科の場合」）

　
　①　課題を設定し見通しをもつ【公民科・○時間】
　　　現実の社会問題の中から、生徒自身が、自らの関心で課題を設定し、解決への見通し（追究の計画等）をもつ。
　②　課題を追究する【公民科・○時間】
　　　課題について様々な方法で情報を協働して収集する。
（例）
・インターネットによる情報収集
・関係機関や専門家からの聞き取り調査
・新聞を活用した情報収集
・保護者等へのアンケート
　③　課題解決策を構想する【公民科・○時間】

　　　社会のあるべき姿を描きながら、課題について考察し，妥当性、効果、実現可能性などの観点から、友人や教師や専門家等と議論しながら、効果的な課題解決策を構想する。
　④　構想した解決策を実践し、評価する【公民科及び総合的な探究の時間・○時間、このほか自宅や放課後において実施】
構想した解決策について、準備、実践するとともに、アンケートや聞き取り調査、
専門家等により、自分たちが構想した解決策について評価する。
学習プログラムの成果の概要
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　児童生徒の意識や態度がどのように変容したか、他地域でも参考となると考えられる点等につい
て、研究成果の概要を記載する（詳細は【様式２－５】に記載するものとする）。　
【様式２－４】
※　学習活動ごとにＡ４判１枚程度にまとめることを基本とするが，学習活動の内容によっては，２枚以上となってもよいし，複数の学習活動で１枚としてもよい。
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。（程度）
※　【類型Ⅲ】の場合は、実践校名をすべて記載する。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（内容）
【類型○】
実践校名：○○学校（○○学科）
学習活動①　・・・（見出し）
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　具体的な内容をわかりやすく記載する。その際，取り扱う単元名，指導上の留意点や地域や関係団体等と連携する際の留意点についても記載する。
※　写真や活用した資料などを複数掲載する。
学習活動②　・・・　
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

【様式２－５】
※　Ａ４判３枚程度にまとめる。
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。（程度）
※　【類型Ⅲ】の場合は、実践校名をすべて記載する。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（成果と課題）
【類型○】
実践校名：○○学校（○○学科）
成　果
（児童生徒の変容等）
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　学習プログラムを実施することにより，児童生徒の意識や態度がどのように変容したかを数量的なデータでグラフなどを用いて記載する。あわせて，児童生徒のレポートなどを引用することにより，児童生徒の具体的な変容を示すことも考えられる。このほか，教師の意識や学校と地域との関係などの変化も記載することも考えられる。　
（取組の工夫）

　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　公募要領「３．事業の内容」の各類型の記載（【類型Ⅰ】及び【類型Ⅱ】の①～⑤，【類型Ⅲ】の
①～②）に従い，研究を通じて明らかにした内容について具体的に記載すること。
（他地域でも参考となると考えられる点）
○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

課　題
　○　・・・

　○　・・・

※　学習プログラム実践上の課題を記載する。　
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